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1． 基礎調査団派遣

1 － 1　調査団派遣の経緯と目的

エティオピア連邦民主共和国（以下、エティオピア）は、総人口 5,824 万人（1996 年）というア

フリカ大陸第 2 位の人口規模を擁する国であり、年平均人口増加率は 2.9％（1980 ～ 96 年平均）と

きわめて高い水準にある。家族計画の普及率は 4％ときわめて低く、合計特殊出生率（女性 1 人当

たりの子供数）は 7 となっている。

一方、出生 1,000 当たりの 5 歳未満児死亡率は 177（1996 年）と高く、中重度の低体重児の割合

は 48％にも達している。

妊産婦死亡率も出生10 万当たり1,400 と推計され、サブサハラアフリカ地域でも高位にあり、訓

練を受けた保健員の付き添う出産の比率が 14％に過ぎないなど、リプロダクティブ・ヘルスの点

でも多くの問題を抱えている。

エティオピア政府は、1995 年に成立した現政権のもとで連邦制度と地方分権に基づく保健行政

の再構築を行い、2017 年までに全国民がプライマリー・ヘルスケア（PHC）にアクセスできるよ

うにすることを目標とした計画を策定した。また、5 カ年間の保健セクター開発計画（Health Sec-

tor Development Program：HSDP）を策定中であり、わが国も世界銀行（以下、世銀）をはじめ

とする他ドナーとともにエティオピア政府の計画策定プロセスに助言を行った。

わが国は、エティオピアを「DAC 新開発戦略」におけるモデル国として位置づけ、同戦略の目

標である 5 歳未満児死亡率および妊産婦死亡率の低減と、リプロダクティブ・ヘルスサービスへ

のアクセスの改善を支援することを表明している。保健医療分野ではこれまでに感染症基礎調査

（1995 年）、DAC 新開発戦略関連プロジェクト形成調査（1997 年）が実施されている。

本調査団は、子供の健康およびリプロダクティブ・ヘルスに関連した技術協力案件の発掘を目

的として、上記各調査を踏まえてさらなる情報・資料収集を行うとともに、母子保健、家族計画

および子供の感染症対策を担当する機関との協議および関連施設視察を実施した。

具体的には、① 1995 年の感染症基礎調査の結果を受けて、エティオピア政府から提出されてい

るポリオ対策にかかわるサーベイランスの強化を中心とする感染症対策プロジェクト方式技術協

力の要請内容と実施体制にかかわる予備的調査と、本年度実施を予定している事前調査の内容の

絞り込み、および②本年度から 4 年間の予定で実施される人口家族計画特別機材供与（UNFPA と

のマルチ・バイ協力）の要請内容および実施体制に関する以下の項目の調査を実施した。

1）Sector Investment Program（SIP）ドナー会合における最終計画策定の結果と各ドナーの動

向

2）リプロダクティブ・ヘルス関連施設と活動の現状

3）子供の健康、特にポリオ対策にかかわるワクチン接種とサーベイランスの現状
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4）上記に関する技術協力のニーズとプロジェクト方式技術協力実施可能性

1 － 2　調査団の構成

　担当　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　所属

総　　括 北林春美 JICA 医療協力部医療協力第二課課長

小児感染症・ポリオ対策 吉井孝男 国立感染症研究所ウイルス製剤部主任研究官

リプロダクティブ・ヘルス 貫戸朋子 東京女子医大熱帯医学環境衛生学教室助手

1 － 3　調査日程

調査期間：1998 年 5 月 29 日～ 6 月 15 日

　　（ただし、吉井団員はウガンダでの技術専門家任期の後、5 月 31 日から参団）

日順 曜日 移動および業務月　日

成田発→フランクフルト着（北林、貫戸）

フランクフルト発→アディスアベバ着（北林、貫戸）

エンテベ発→アディスアベバ着（吉井）

日本大使館表敬／打合せ
JICA事務所打合せ
経済開発協力省（MEDaC）表敬

保健省表敬／打合せ
人口委員会事務局表敬
アフリカ開発銀行 Health Analyst面談（北林）

エティオピア保健栄養研究所（EHNRI）訪問（北林・吉井）
EHNRI現状調査（吉井）
保健セクター開発会議ドナーミーティング（北林・貫戸）

EHNRI調査・協議（吉井）
JOCV太田医療調整員聞き取り（北林、貫戸）
エティオピア家族指導協会訪問（北林、貫戸）
Black Lion Hospitalポリオ・クリニック視察（北林、貫戸）

中央ワクチン保管庫視察（北林、吉井）
Ghandi Hospital視察（貫戸）
Zone 17ヘルスセンター視察（全員）

資料整理

資料整理

保健省家族保健局打合せ（全員）
EHNRI打合せ（吉井）
Cheshir Home本部訪問（北林、貫戸）
WHOエティオピア事務所訪問

UNFPAエティオピア事務所訪問
UNICEFエティオピア事務所訪問
USAIDエティオピア事務所訪問

保健省家族保健局との打合せ
世銀エティオピア事務所訪問
WHO／ EPI担当医務官訪問

MEDaCにて関係者に最終報告

日本大使館報告
保健省計画プロジェクト局に最終報告・協議（MEDaC同席）

アディスアベバ発
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1 － 4　主要面談者

（1）経済開発協力省（Ministry of Economic Development and Cooperation ： MEDaC）

Mr. Admassu Abebe Head, Bilateral Cooperation Department

Mr. Tassew Bekele Head, Asia Desk

Ms. Asnakech Teferra Asian Team

Ms. Seble Getachew Asian Team

（2）経済開発協力省人口事務局（Ethiopian Population Office）

Dr. Negussie Tefera Head

（3）保健省（Ministry of Health : MOH）

Mr. Abduletif Head, Planning ＆ Project Department

Mr. Yohannes Tadesse Head, Family Health Department

Ms. Hiwot Admassu Child Health Team

Mr. Worede Work Child Health Team

Mr. Mequanent Tesfu Head, Maternal Health Team

Ms. Neima Affmed Family Planning Team

Dr. Metekie Tafere Maternal Health Team

Ms. Lea Woldegiorgis Maternal Health Team

Dr. Messeret Eshetu EPI Surveillance Officer, WHO ／MOH

（4）国立保健栄養研究所（Ethiopian Health and Nutrition Research Institute : EHNRI）

Dr. Hailemichael Gebreselauie Deputy Director

Dr. Aberra Geyid Head, Laboratory Service Department

Ms. Berhare Beyene Assistant Microbiologist, Polio Laboratory

（5）アメリカ合衆国疾病対策センター専門家（ODC ／ EHNRI）

Dr. Mekonenn Fekadu Consultant, DVRD, NCID, CDC, USA

（6）Central Store Room of Vaccines, MOH

Mr. Tesfu Abera Manager

Mr. Dereje Ayaiew Cold Chain Technician



─ 4 ─

（7）Higher 17 Health Cener

Dr. Yetawoek Doctor

Ms. Tsehay Midwife

（8）African Development Bank

Dr. PAP J. Williams Senior Health Analyst, OCDE3

（9）WHO

Dr. Wedson C. Mwanbazi Representative

Dr. Eyob Tsegaye Disease Control Section

Dr. Bernard Moriniere EPI Medical Officer

（10）UNFPA

Ms. Linda Damers Country Director

Mr. Abate Gudunffa Reproductive Health Specialist

（11）UNICEF

Mr. Kayode Oyegbile Chief, Health and Nutrition

（12）USAID

Ms. Carina Stover Chief, Office of Health, Population and Nutrition

Dr. Ayana Yeneabat Management Specialist （STD ／ HIV ／ AIDS）

（13）World Bank

Dr. Gebreselassie Okubagzhi Operation Officer, Social Sectors

（14）Family Guidance Association of Ethiopia

Mr. Tiaye Tefaye Head, Information, Education and Communication

（15）Cheshir Home

Mr. Cebre Medhin Bekele Executive Director

Cheshir Home ／ Polio Clinic, Black Lion Hospital

Mr. Kidane Physiotherapist, Cheshir Home
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（16）在エティオピア日本大使館

立石一馬 参事官／医務官

中須賀聡 一等書記官

吉田晴彦 一等書記官

（17）JICA エティオピア事務所

平沢昭男 所長

成田映太 所員

原田陽子 企画調査員

太田律子 JOCV 医療調整員
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